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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　紫外線硬化樹脂を硬化させる紫外線を照射する中圧ランプと、

　前記中圧ランプのケーシングと、

　ウェブを間に挟んで前記中圧ランプと対向するように前記ケーシングに設置して搬送中

の前記ウェブを前記中圧ランプ側に押し付けて従動するシリンダと、

　を有し、

　前記中圧ランプは、内部にキセノンが充填された放電管と、前記放電管を覆い内部に窒

素が充填されたジャケットを有する二重構造であることを特徴とする紫外線硬化樹脂用硬

化装置。

【請求項２】

　請求項１に記載された紫外線照射装置であって、

　前記シリンダは、内部に流体を充填するスペースと、軸心に沿って前記スペースに流入

及び排出する配管を有し、シリンダ表面を冷却することを特徴とする紫外線硬化樹脂用硬

化装置。

【請求項３】

　請求項１又は請求項２に記載された紫外線照射装置であって、

　前記ケーシングは、前記シリンダを前記中圧ランプに接近又は離間させる進退移動手段

を有することを特徴とする紫外線硬化樹脂用硬化装置。

【発明の詳細な説明】
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【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 紫 外 線 硬 化 樹 脂 に 紫 外 線 を 照 射 し て 硬 化 さ せ る 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 に 関

す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 紫 外 線 硬 化 樹 脂 は 、 紫 外 線 照 射 に よ り 短 時 間 で 硬 化 す る 性 質 を 備 え 、 取 り 扱 い が 容 易 で

あ る こ と か ら 、 印 刷 用 イ ン キ 、 接 着 剤 、 コ ー テ ィ ン グ 材 な ど に 幅 広 く 利 用 さ れ て い る 。

　 従 来 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 の 硬 化 に は 、 特 許 文 献 １ の よ う な 高 圧 水 銀 ラ ン プ が 用 い ら れ て い

る 。 高 圧 水 銀 ラ ン プ は 、 ３ ６ ５ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 可 能 で あ る 。

　 し か し な が ら 高 圧 放 電 ラ ン プ を 用 い た 場 合 、 消 費 電 力 が 高 く 、 ラ ン プ が 点 灯 す る ま で の

時 間 が か か る な ど の 問 題 が あ る 。

　 消 費 電 力 が 高 く な る と 発 熱 す る た め 、 冷 却 手 段 が 必 要 に な る 。

　 ま た 一 度 点 灯 し て い た ラ ン プ を 消 灯 し た 後 、 再 度 点 灯 す る 場 合 も 時 間 が か か る 。 こ の た

め 、 高 圧 ラ ン プ の 照 射 面 に 開 閉 シ ャ ッ タ ー を 設 け な け れ ば な ら な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ １ ０ ６ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 短 時 間 で 点 灯 し 、 低

電 力 で 発 熱 の 少 な い 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 硬 化 さ せ る

紫 外 線 を 照 射 す る 中 圧 ラ ン プ と 、

　 前 記 中 圧 ラ ン プ の ケ ー シ ン グ と 、

　 ウ ェ ブ を 間 に 挟 ん で 前 記 中 圧 ラ ン プ と 対 向 す る よ う に 前 記 ケ ー シ ン グ に 設 置 し て 搬 送 中

の 前 記 ウ ェ ブ を 前 記 中 圧 ラ ン プ 側 に 押 し 付 け て 従 動 す る シ リ ン ダ と 、

　 を 有 し 、

　 前 記 中 圧 ラ ン プ は 、 内 部 に キ セ ノ ン が 充 填 さ れ た 放 電 管 と 、 前 記 放 電 管 を 覆 い 内 部 に 窒

素 が 充 填 さ れ た ジ ャ ケ ッ ト を 有 す る 二 重 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬

化 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 １ の 手 段 に よ れ ば 、 短 時 間 で 点 灯 、 換 言 す る と 紫 外 線 を 照 射 す る こ と が で き る 。

低 電 力 の た め 消 費 電 力 が 少 な く 、 か つ 発 熱 も 極 め て 少 な く で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 第 １ の 手 段 に お い て 、 前 記 シ

リ ン ダ は 、 内 部 に 流 体 を 充 填 す る ス ペ ー ス と 、 軸 心 に 沿 っ て 前 記 ス ペ ー ス に 流 入 及 び 排 出

す る 配 管 を 有 し 、 シ リ ン ダ 表 面 を 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 を

提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ２ の 手 段 に よ れ ば 、 搬 送 す る ウ ェ ブ に 従 動 し 発 熱 す る シ リ ン ダ を 冷 却 す る こ と が

で き 、 ウ ェ ブ が 損 傷 す る お そ れ が な い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ３ の 手 段 と し て 、 第 １ 又 は 第 ２ の 手 段 に お い て

、 前 記 ケ ー シ ン グ は 、 前 記 シ リ ン ダ を 前 記 中 圧 ラ ン プ に 接 近 又 は 離 間 す る 進 退 移 動 手 段 を

有 す る こ と を 特 徴 と す る 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ３ の 手 段 に よ れ ば 、 搬 送 す る ウ ェ ブ を ラ ン プ 側 に 近 づ け る こ と に よ り 紫 外 線 の 照

射 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た ラ ン プ か ら 離 す こ と に よ り 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 が 容 易
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と な る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 短 時 間 で 点 灯 、 換 言 す る と 紫 外 線 を 照 射 す る こ と が で き る 。 低 電 力 の

た め 消 費 電 力 が 少 な く 、 か つ 発 熱 も 極 め て 少 な く で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 の 構 成 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 中 圧 ラ ン プ の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 シ リ ン ダ の 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 以 下 詳

細 に 説 明 す る 。 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 樹 脂 と は 、 紫 外 線 硬 化 イ ン キ 、 紫 外 線 硬 化 接 着 剤 、 紫

外 線 硬 化 コ ー テ ィ ン グ 材 な ど を い う 。

［ 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 １ ０ ］

　 図 １ は 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 の 構 成 概 略 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 本 発 明 の 紫 外 線

硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 １ ０ は 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 硬 化 さ せ る 紫 外 線 を 照 射 す る 中 圧 ラ ン プ ２

０ と 、 中 圧 ラ ン プ ２ ０ の ケ ー シ ン グ １ ２ と 、 ウ ェ ブ １ １ を 間 に 挟 ん で 中 圧 ラ ン プ ２ ０ と 対

向 す る よ う に ケ ー シ ン グ １ ２ に 設 置 し て 搬 送 中 の ウ ェ ブ １ １ を 中 圧 ラ ン プ ２ ０ 側 に 押 し 付

け て 従 動 す る シ リ ン ダ ３ ０ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

（ 中 圧 ラ ン プ ２ ０ ）

　 図 ２ は 中 圧 ラ ン プ の 説 明 図 で あ る 。 中 圧 ラ ン プ ２ ０ は 、 内 部 に キ セ ノ ン が 充 填 さ れ た 放

電 管 ２ ２ と 、 放 電 管 ２ ２ を 内 包 し 内 部 に 窒 素 が 充 填 さ れ た ジ ャ ケ ッ ト ２ ４ を 有 す る 二 重 構

造 で あ る 。

　 放 電 管 ２ ２ は 、 筒 状 の 石 英 ガ ラ ス 本 体 の 両 端 に 電 極 を 備 え 、 内 部 に キ セ ノ ン を 充 填 し て

い る 。

　 ジ ャ ケ ッ ト ２ ４ は 、 放 電 管 ２ ２ を 覆 い 、 換 言 す る と 内 部 に 備 え 、 内 部 に 窒 素 を 充 填 し て

い る 。 ま た ジ ャ ケ ッ ト ２ ４ は 両 端 か ら 放 電 管 ２ ２ の 電 極 に 接 続 す る 電 極 が 外 部 に 露 出 し て

い る 。

　 こ の よ う な 構 成 の 中 圧 ラ ン プ ２ ０ は 、 放 電 管 内 に キ セ ノ ン を 充 填 し た こ と に よ り 紫 外 線

を 照 射 す る ま で の 時 間 を 短 く で き 、 短 時 間 で 点 灯 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 従 来 構

造 の よ う な 開 閉 シ ャ ッ タ ー を 用 い る 必 要 が な い 。 ま た ジ ャ ケ ッ ト ２ ４ 内 に 窒 素 を 充 填 し た

こ と に よ り 放 電 管 ２ ２ か ら の 発 熱 を 少 な く で き る 。

　 中 圧 ラ ン プ ２ ０ は ケ ー シ ン グ １ ２ 内 に 設 置 し て い る 。 ケ ー シ ン グ １ ２ は 紫 外 線 の 照 射 面

側 に 窓 を 有 す る 筐 体 で あ り 、 中 圧 ラ ン プ ２ ０ の 回 り に 反 射 板 ２ ６ と 、 内 部 に 空 気 を 循 環 さ

せ る 送 風 フ ァ ン ２ ８ を 有 し 、 二 重 構 造 の 中 圧 ラ ン プ ２ ０ か ら わ ず か な が ら 発 生 す る 熱 を 外

部 へ 排 熱 し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

（ シ リ ン ダ ３ ０ ）

　 図 ３ は シ リ ン ダ の 説 明 図 で あ る 。 シ リ ン ダ ３ ０ は 、 胴 体 ３ ２ と 、 軸 ３ ４ と 、 胴 体 ３ ２ 内

部 に 一 回 り 小 さ い ス ペ ー ス ３ ３ を 有 し て い る 。 ス ペ ー ス ３ ３ は 、 胴 体 ３ ２ の 中 空 で あ り 、

軸 ３ ４ に 沿 っ て ス ペ ー ス ３ ３ に 流 入 及 び 排 出 す る 配 管 ３ ６ に 接 続 し 、 冷 却 用 の 流 体 、 例 え

ば 水 、 空 気 を 充 填 で き る 。 ま た 配 管 ３ ６ を 介 し て 外 部 の 循 環 ポ ン プ 又 は フ ァ ン と 接 続 さ せ

て 冷 却 用 の 水 又 は 空 気 を 循 環 さ せ る こ と も で き る 。

　 こ の よ う な 構 成 の シ リ ン ダ ３ ０ は 、 配 管 ３ ６ の 一 方 か ら 給 水 し て ス ペ ー ス ３ ３ 内 に 冷 却

用 の 流 体 を 充 填 し た 後 、 他 方 の 配 管 ３ ６ か ら 外 部 へ 排 出 で き る 。 こ れ に よ り 近 接 す る 中 圧

ラ ン プ ２ ０ か ら の 発 熱 に よ り シ リ ン ダ ３ ０ 表 面 温 度 が 上 昇 し て も 、 冷 却 用 の 水 又 は 空 気 に

よ っ て シ リ ン ダ ３ ０ 表 面 を 冷 却 で き る 。 従 っ て 、 水 冷 又 は 空 冷 で 発 熱 に よ る ウ ェ ブ の 損 傷
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な ど を 防 止 で き る 。

　 シ リ ン ダ ３ ０ は 進 退 移 動 手 段 ４ ０ に よ り 中 圧 ラ ン プ ２ ０ 側 に 接 近 又 は 中 圧 ラ ン プ ２ ０ か

ら 離 れ る 方 向 に 進 退 移 動 で き る 。

　 本 実 施 形 態 の 進 退 移 動 手 段 ４ ０ は 、 一 例 と し て 、 ス ラ イ ド レ ー ル ４ ２ と 、 ス ラ イ ダ ４ ４

と 、 駆 動 モ ー タ ４ ６ を 備 え て い る 。 ス ラ イ ダ ４ ４ は シ リ ン ダ ３ ０ の 軸 受 け に 接 続 し 、 進 退

方 向 に 配 置 し た ス ラ イ ド レ ー ル ４ ２ 上 を 走 行 可 能 に 構 成 し て い る 。 駆 動 モ ー タ ４ ６ は ス ラ

イ ド レ ー ル ４ ２ に 接 続 し て ス ラ イ ダ ４ ４ を 進 退 移 動 で き る 。 こ の よ う な 構 成 の 進 退 移 動 手

段 ４ ０ は 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 の 硬 化 工 程 に お い て 、 シ リ ン ダ ３ ０ を 中 圧 ラ ン プ ２ ０ 側 に 近 接

（ 例 え ば 数 ミ リ ） さ せ て 、 低 電 力 で 微 弱 な 紫 外 線 で あ っ て も 硬 化 さ せ る こ と が で き る （ 図

１ 中 の 実 線 シ リ ン ダ ３ ０ ） 。 ま た 、 メ ン テ ナ ン ス 、 稼 働 停 止 中 は 、 シ リ ン ダ ３ ０ を 中 圧 ラ

ン プ ２ ０ か ら 所 定 距 離 離 す こ と が で き （ 図 １ 中 の 二 点 鎖 線 シ リ ン ダ ３ ０ ） 、 点 検 又 は 交 換

な ど の メ ン テ ナ ン ス 作 業 を 容 易 に 行 え る 。 な お 進 退 移 動 手 段 ４ ０ は 、 シ リ ン ダ ３ ０ を 中 圧

ラ ン プ ２ ０ に 接 近 又 は 離 間 さ せ る 移 動 が で き れ ば 良 く 、 こ の 他 、 油 圧 シ リ ン ダ 機 構 等 を 適

用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

［ 作 用 ］

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置 １ ０ の 作 用 に つ い て 以 下 説 明 す る 。

　 図 １ の 二 点 鎖 線 の シ リ ン ダ ３ ０ に 示 す メ ン テ ナ ン ス 位 置 の 状 態 、 シ リ ン ダ ３ ０ が 中 圧 ラ

ン プ ２ ０ か ら 離 れ た 状 態 で ウ ェ ブ １ １ を シ リ ン ダ ３ ０ と 中 圧 ラ ン プ ２ ０ の 間 に 通 す 。

　 そ の 後 、 進 退 移 動 手 段 ４ ０ で シ リ ン ダ ３ ０ を 中 圧 ラ ン プ ２ ０ 側 に 移 動 さ せ て 硬 化 位 置 （

図 １ の 実 線 に 示 す シ リ ン ダ ３ ０ ） に セ ッ ト す る 。 こ の と き ウ ェ ブ １ １ は シ リ ン ダ ３ ０ に よ

っ て 中 圧 ラ ン プ ２ ０ 側 に 押 し 付 け ら れ て 、 ケ ー シ ン グ １ ２ の 窓 と シ リ ン ダ ３ ０ の 間 は 数 ミ

リ 離 れ た 状 態 と な る 。

　 ケ ー シ ン グ １ ２ 内 の 中 圧 ラ ン プ ２ ０ を 点 灯 さ せ て 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 硬 化 さ せ る 紫 外 線 を

照 射 す る 。 中 圧 ラ ン プ ２ ０ は 放 電 管 ２ ２ 内 部 に キ セ ノ ン が 充 填 さ れ て い る た め 、 短 時 間 で

点 灯 、 換 言 す る と 紫 外 線 を 照 射 可 能 な 状 態 と な る 。 ま た ジ ャ ケ ッ ト ２ ４ は 内 部 に 窒 素 が 充

填 さ れ て い る た め 。 放 電 管 ２ ２ が 発 熱 し て も 外 部 へ 熱 が 伝 わ り 難 く な る 。

　 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 塗 布 し た ウ ェ ブ １ １ を 搬 送 さ せ て 、 シ リ ン ダ ３ ０ 及 び 中 圧 ラ ン プ ２ ０

の 間 を 通 る 間 に 紫 外 線 が 照 射 さ れ て 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 が 硬 化 す る 。 こ の と き 、 搬 送 す る ウ

ェ ブ １ １ に 押 し 当 て た シ リ ン ダ ３ ０ は ウ ェ ブ １ １ の 搬 送 方 向 に 沿 っ て 従 動 回 転 す る 。 そ し

て シ リ ン ダ ３ ０ の ス ペ ー ス ３ ３ に は 冷 却 用 の 水 が 充 填 又 は 循 環 し て い る 。 こ の た め 二 重 構

造 の 中 圧 ラ ン プ ２ ０ か ら の 僅 か な が ら の 発 熱 に よ っ て 、 シ リ ン ダ ３ ０ 表 面 の 温 度 が 上 昇 し

て も 胴 体 ３ ２ 内 部 の 冷 却 水 に よ っ て 冷 却 さ れ る 。 従 っ て 、 発 熱 に よ る ウ ェ ブ １ １ の 損 傷 ・

ダ メ ー ジ を 防 止 で き る 。

　 な お 冷 却 用 に 空 気 を ス ペ ー ス ３ ３ に 供 給 し 、 空 冷 式 シ リ ン ダ と し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う な 本 発 明 に よ れ ば 、 短 時 間 で 点 灯 、 換 言 す る と 紫 外 線 を 照 射 す る こ と が で き る

。 低 電 力 の た め 消 費 電 力 が 少 な く 、 か つ 発 熱 も 極 め て 少 な く で き る 。

　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 上 記 実

施 形 態 に 何 ら 制 限 さ れ る こ と な く 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変 更

が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 本 発 明 は 、 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ た 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の

組 み 合 わ せ に よ っ て 実 施 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

１ ０ 　 紫 外 線 硬 化 樹 脂 用 硬 化 装 置

１ １ 　 ウ ェ ブ

１ ２ 　 ケ ー シ ン グ

２ ０ 　 中 圧 ラ ン プ

２ ２ 　 放 電 管
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２ ４ 　 ジ ャ ケ ッ ト

２ ６ 　 反 射 板

２ ８ 　 送 風 フ ァ ン

３ ０ 　 シ リ ン ダ

３ ２ 　 胴 体

３ ３ 　 ス ペ ー ス

３ ４ 　 軸

３ ６ 　 配 管

４ ０ 　 進 退 移 動 手 段

４ ２ 　 ス ラ イ ド レ ー ル

４ ４ 　 ス ラ イ ダ

４ ６ 　 駆 動 モ ー タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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